
「広報のと」7 月号の印刷費は一部当たり 28 円です。

能の

と登
日
和

英イギ
リ
ス国
日
和

能登町を古里として
英国で活躍する抒情書家

「
イ
ギ
リ
ス
か
ら
や
っ
て
来
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
」

６
月
２
日
の
夜
、
私
の
ア
ト
リ
エ
「
桃
花
林
」
の
電
話
が
鳴

り
ま
し
た
。「
ス
テ
ィ
ー
ブ
さ
ん
と
い
う
方
を
車
に
乗
せ
て

い
る
の
で
す
が･･･

。
石
川
県
ま
で
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
で
行
く

っ
て
言
っ
て
る
ん
で
す
け
ど･･･

」。

５
年
前
、
書
を
学
ぶ
た
め
、
京
都
府
美
山
町
に
５
カ
月
間
滞

在
し
て
い
た
画
家
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ェ
ン
ト
。

当
時
23
歳
だ
っ
た
彼
は
「
自
転
車
で
日
本
ま
で
行
く
！
」
と

言
っ
て
、
実
際
の
と
こ
ろ
ロ
ン
ド
ン
か
ら
プ
ラ
ハ
ま
で
自
転

車
で
行
き
、
ロ
シ
ア
か
ら
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
で
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト

ッ
ク
へ
。
そ
こ
か
ら
フ
ェ
リ
ー
で
富
山
県
の
伏
木
港
に
着
き

ま
し
た
。

29
歳
に
な
っ
て
少
し
は
大
人
に
な
っ
た
の
か
、
今
回
は
お
と

な
し
く
飛
行
機
で
来
て
く
れ
ま
し
た
が
、
成
田
空
港
か
ら
能

登
ま
で
は
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
で
し
た
。
今
は
両
親
の
ア
ト
リ
エ

「
五
友
宿
」
で
創
作
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

私
の
ア
ト
リ
エ
「
桃
花
林
」
に
は
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
と
私
の
共

通
の
友
人
、
木
工
作
家
の
ダ
グ
・
キ
ン
グ
ス
ミ
ス
が
い
ま
す
。

彼
は
33
歳
の
誕
生
日
を
内
浦
長
尾
で
迎
え
ま
し
た
。

「
桃
花
林
」
の
庭
に
ダ
グ
の
ア
ト
リ
エ
が
出
来
て
い
て
、

毎
日
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
立
体
の
作
品
を
作
っ
て
い
ま
す
。

二
人
と
も
２
０
１
０
年
秋
の
展
覧
会
に
作
品
を
出
展
す
る
た

め
、
能
登
へ
来
て
、
作
品
を
作
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

彼
ら
が
能
登
を
ど
う
感
じ
、
そ
の
想
い
が
ど
う
作
品
に
表
れ

る
の
か
楽
し
み
で
す
。

室谷文音（むろや・あやね）

昭和 55 年大阪府生まれ。13 歳
で渡英し、名門セントラル・セ
イント・マーティン美術大学を
卒業。平成 18 年に両親と共に
京都府美山町から移住。内浦長
尾にアトリエ「桃花林」を構え
る。現在は次の展覧会に向けて
作品を制作中。 『ねこはかぞく』 

室谷文音がつづる
フォトエッセイ。
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ブ
ナ
の
森
に
包
ま
れ
る
。
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